
一寸

金
滞
古
蹴
志
品
位
五

御
用
人
と
し
て
由
比
民
部
・
矢
野
所
左
衛
門
・
矢
部
売
左
衛
門
、
共
の

外
御
歩
・
料
理
人
等
御
供
陀

τ
江
戸
よ
り
罷
越
し
、
新
丸
及
び
石
川

門
外
に
江
戸
町
と
て
長
屋
を
建
て
置
か
れ
け
り
。
と
あ
り
て
、
右
は

慶
長
六
年
也
。
三
蜜
記
等
に
十
年
に
係
く
る
は
・
諜
・
な
り
。
三
州
志
楽

園
概
覧
附
録
に
一
試
ふ
。
江
戸
町
と
は
今
の
蓮
池
の
地
也
。
按
宇
る
に

御
附
家
老
奥
海
内
紀
一
人
は
新
丸
に
居
し
、
御
用
人
以
下
は
江
戸
町

民
貸
屋
渡
り
住
居
せ
し
怠
る
ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
叉
象
賢
紀
時
に
、

共
明
年
十
月
晦
目
、
御
城
天
守
へ
か
み
た
り
落
ち
申
す
。
と
見
h
.

三
弦
記
花
、
雷
火
に
て
御
本
丸
御
新
宅
悉
く
焼
失
、
御
前
様
井
に
女

中
宇
事
津
内
記
屋
形
へ
入
れ
悲
・
り
、
共
外
の
女
中
は
中
川
宗
宇
へ
入

れ
、
二
三
J

丸
井
に
新
丸
の
大
名
衆
へ
、
銘
々
に
御
父
子
共
入
ら
せ

給
ひ
け
り
。
又
一
式
ふ
。
元
和
六
年
十
二
月
廿
四
日
の
夜
、
御
城
中
奥

方
よ
り
出
火
、
御
前
様
・
姫
君
様
・
若
君
様
方
、
三
，
丸
字
菩
津
内
記
屋

敷
へ
入
ら
せ
ら
れ
‘
利
光
卿
は
北
J

丸
山
崎
美
瀧
屋
敷
へ
御
入
被
ν
成

云
々
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
、
三
輩
記
及
び
山
崎
家
停
陀
、
此

の
時
御
前
様
等

=
7丸
字
菩
滞
内
記
屋
敷
へ
伊
野
入
と
あ
り
。
接
・
宇

る
に
袋
に
三
J

丸
と
書
き
た
る
は
‘
三
J

丸
の
外
と
書
く
ぺ
き
を
、
外

の
宇
を
落
宇
せ
し
成
る
ぺ
し
。
と
自
設
す
。
平
次
按
宇
る
に
、
興
津

' 

次
君
の
従
匡
と
成
り
、
富
山
に
行
き
た
り
。
興
津
内
記
は
‘
元
和
六

年
の
記
K
.
無
役
衆
の
内
に
二
千
石
と
あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
失
按

宇
る
に
、
一
冗
和
元
・
二
年
の
士
般
に
も
、
無
役
衆
の
内
に
二
千
石
興
津

内
胞
と
あ
り
て
.
天
徳
院
君
在
世
の
時
よ
り
吾
が
藩
士
陀
列
せ
ら
れ

た
り
。
書
簡
藩
中
金
津
町
奉
行
支
毘
細
工
人
陀
興
津
某
と
い
ふ
あ
り
。

此
の
由
緒
書
K
.
興
津
内
記
の
子
孫
な
る
よ
し
記
載
す
。
宮
山
の
奥

津
氏
の
別
家
た
ら
ん
か
。

O
簿
周
玄
蕃
正
忠
醤
第

此
の
第
地
は
、
新
丸
作
事
所
の
地
也
と
.
有
海
武
貞
の
金
津
細
見
回

譜
に
い
へ
り
。
三
州
志
来
国
税
兎
附
録
に
は
、
津
田
玄
審
第
は
、
作

事
所
の
隣
地
た
り
。
延
寅
四
年
今
の
作
事
所
へ
作
事
所
を
復
蹄
せ
し

時
.
境
内
狭
き
故
に
、
玄
春
家
を
作
事
所
へ
取
込
み
、
作
事
所
と
な

し
た
る
欺
。
さ
れ
ば
高
治
の
頃
ま
で
は
、
玄
饗
家
猶
此
の
所
に
在
り

し
と
見
b
て
、
高
治
二
年
関
東
目
付
来
る
時
、
玄
審
家
を
あ
け
、
此

の
家
へ
目
付
衆
を
入
れ
置
き
し
事
年
表
等
に
あ
り
。
叉
貞
享
二
年
の

固
に
、
作
事
所
阪
に
今
の
地
獄
也
。
叉
周
囲
K
.
今
の
玄
春
第
の
所
に

津
田
内
臓
助
と
あ
り
。
内
蔵
助
は
玄
馨
正
民
の
初
名
也
。
是
を
以
て
考

ふ
れ
ば
、
玄
饗
今
の
第
地
へ
移
る
は
、
寛
文
中
の
事
成
る
ぺ
し
っ
と

金
滞
古
蹟
志
巻
五

四

内
記
が
貸
名
は
忠
治
と
い
へ
り
。
越
中
縞
波
郡
埴
生
八
幡
宮
に
、
内

記
在
判
の
奉
書
あ
り
。
共
の
窮
左
の
如
し
。

己
上

一
書
タ
佐
官
候
。
然
者
爾
御
所
様
・
筑
前
様
御
三
人
御
陣
之
御
新
騰
、

従
=
上
様
-
被
v
成
度
之
由
被
=
仰
出
-
候
問
、
共
-
克
於
司
御
紳
前
町
御
祈
念
候
角
成
}

而
、
御
札
守
可
v
有
a

御
上
-
候
。
此
度
之
儀
に
候
問
、
随
分
被
v
入
=
御
情
-

候
事
肝
要
候
問
、
ぬ
問
漣
而
可
-hs入
-
候
。
恐
々
議
官
。

鹿

長

十

九

年

十

一

月

廿

日

興

内

記

忠

治

判

埴
生
紳
主
殿
御
宿
所

叉
古
定
書
中
に
載
せ
た
る
、
艇
長
廿
年
卯
月
三
日
本
多
安
房
守
・
横

山
山
城
守
雨
入
よ
り
金
滞
町
肝
煎
宛
の
金
津
町
中
役
儀
ケ
保
書
に
、

左
の
如
く
載
せ
た
り
。

一
、
上
々
様
よ
り
御
買
物
被
昌
仰
付
叩
候
者
、
山
城
守
切
手
攻
第
可
=
相

渡
-
候
。
従
a
御
前
様
-
御
買
物
之
儀
者
、
興
樟
内
記
切
手
戎
第
た
る
ぺ

き
事
。

三
州
志
健
義
徐
考
の
頭
註
に
云
ふ
。
勝
臣
奥
津
内
記
・
承
官
由
比
民

部
・
矢
部
先
左
衛
門
・
矢
野
所
左
衛
門
四
人
共
、
夫
人
留
岱
の
後
皆
我

が
匡
と
成
る
。
奥
津
内
記
の
後
は
外
記
と
云
ひ
て
、
寛
永
十
七
年
利

い
へ
り
。
平
吹
按
宇
る
に
、
玄
馨
正
忠
は
津
田
刑
都
議
忠
の
男
也
。

一
高
千
七
十
石
を
賜
は
り
、
家
老
役
を
勤
め
、
高
治
三
年
八
月
六
日

夜
す
。
其
の
嗣
子
内
務
助
疋
民
、
是
二
代
玄
審
也
。
寛
文
元
年
目
艇

に
、
十
月
十
六
目
、
湾
問
主
春
先
屋
敷
長
屋
絡
、
住
居
仕
直
事
御
作

事
奉
行
へ
申
渡
す
。
と
見
え
た
れ
ば
、
此
の
頃
既
に
城
内
新
丸
の
地

を
退
去
し
て
‘
尾
坂
下
の
第
地
を
賜
は
り
移
椋
せ
し
事
知
ら
れ
け

り。

事

所

此
の
地
は
.
新
丸
の
中
央
に
て
、
尾
坂
門
の
西
側
也
。
三
州
志
来
因
概

覧
附
録
に
云
ふ
。
作
事
所
は
、
共
の
古
へ
本
源
寺
尾
山
携
に
あ
る
時

の
塔
司
残
り
在
る
を
、
我
が
世
と
成
り
て
、
そ
れ
を
直
に
作
事
所
に
用

ひ
置
か
せ
ら
る
と
-X
ふ
。
是
即
ち
今
の
作
事
所
の
地
也
。
年
穂
に
、
高

治
二
年
七
月
作
事
所
を
今
の
蓮
池
亭
の
地
に
改
め
諮
る
と
あ
り
。
所

絹
是
郎
作
喜
朗
也
。
共
後
再
び
此
作
事
所
を
最
前
の
地
に
復
す
。
延

貸
四
年
九
月
の
奮
紀
に
‘
故
作
事
所
に
座
数
を
建
て
さ
せ
ら
る
L
事

見
ゆ
れ
ば
、
此
の
時
今
の
作
事
所
の
地
へ
復
せ
し
た
る
ぺ
し
。
さ

τ

此
の
時
作
事
所
境
内
狭
き
ゅ
ゑ
、
隣
地
の
津
田
玄
蒋
第
を
一
緒
に
併

せ
、
今
の
作
事
所
と
成
し
た
る
な
ら
ん
と
。
自
註
に
去
ふ
。
有
部
武
貞

。
作

四




